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総務文教委員会報告
●委員長　大塚 則男　　●副委員長　宮﨑 保

●委　員　平田 清吉 ・ 犬童 利夫 ・ 西 信八郎 ・ 本村 令斗

一般会計補正予算（第２号）を承認

〇予算の主なもの

・空家等実態調査及びデータベース作成委託料

 779 万８千円

　市内における空き家等の現地調査を行い、データ

ベース化するための委託料です。

・人吉市くま川鉄道経営安定化補助金

 861 万５千円

　くま川鉄道の平成 28 年度経常損失を補填するもの

です。担当課からは、全体の赤字に対する人吉市の

負担分は 28. ５％であり、例年 28 ～ 30％で推移して

いるとの説明がありました。

・非常備消防費 308 万２千円

　８月 20 日に本市で開催されました第５回熊本県女

性消防操法大会において本市女性消防隊が優勝し、

第 23 回全国女性消防操法大会へ熊本県代表として出

場することに伴う経費です。なお、９月 30 日に行わ

れました全国大会においても本市女性消防隊が見事

優勝されました。

・スポーツパレス非常用照明器具取替工事

 301 万３千円

　スポーツパレス消防設備点検の結果、照明や非常

放送設備に不良箇所が確認されたため、非常用照明

器具等の取り替えを行うものです。

・学校給食センター備品 734 万４千円

　備品購入費を当初予算に計上していましたが、給

食配送車の価格の高騰などにより予算が不足したこ

とから増額補正し、あわせて老朽化している角型二

重保温食缶の買い替えを行うものです。

〇３件の債務負担行為補正の追加を承認

　第５次電算システム導入事業及び財務会計システ

ム導入事業です。システム改修や機器の更新などが

必要なことから、システム導入期間を平成 29 年度か

ら平成 34 年度までとするものです。

　人吉市体育施設指定管理が平成 30 年３月 31 日で

終了することから、事業期間を平成 34 年度までとす

るものです。

一般会計補正予算　４億 6,308 万４千円増額を可決
（補正後の総額は 171 億 3,217 万７千円）

　平成 29 年９月定例会は、９月５日から９月 26 日までの 22 日間の日程で開催しました。

　平成 29 年度一般会計の補正予算は、国・県の補助事業の内示・申請などに伴う補正のほか、人事異動に伴
う人件費及び単独事業などの追加補正を行うものです。また、歳出では、予備費の組み替えによりくま川下
り株式会社事業再生支援補助金が追加提案されました。詳しくは、各委員会報告をご覧ください。

《特別会計補正予算》

人 吉 市 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 １億 3,962 万３千円 増額し、総額 51 億 7,451 万５千円

人 吉 市 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1,080 万１千円 増額し、総額 ５億   476 万３千円

人 吉 市 介 護 保 険 特 別 会 計 １億 7,185 万９千円 増額し、総額 44 億   848 万６千円

人 吉 市 介 護 サ ー ビ ス 事 業 特 別 会 計 213 万９千円 増額し、総額 3,468 万９千円

人 吉 市 国 民 宿 舎 特 別 会 計 499 万９千円 増額し、総額 837 万９千円

人 吉 市 水 道 事 業 特 別 会 計 収益的支出 624 万２千円 減額し、総額 ５億  　32 万９千円

資本的支出 18 万１千円 増額し、総額 ３億 2,643 万６千円

人吉市公共下水道事業特別会計 収益的支出 65 万６千円 増額し、総額 10 億 9,351 万６千円

資本的支出 ９万８千円 増額し、総額 ５億 9,327 万８千円

９ 月 定 例 会 報 告

◎人吉市教育委員会委員に下記の方を任
命同意しました。

　長船　法文氏

　９月定例会最終日に、平成 28 年度の決算を審査する決算特
別委員会を設置しました。委員会は閉会中に審査を行い、12 月
定例会で結果を報告します。　委員長　笹山　欣悟　　　副委員長　宮原　将志

　委　員　大塚　則男・平田　清吉・本村　令斗

　　　　　福屋　法晴・村上　恵一

人事案件 決算特別委員会を設置しました
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厚 生 委 員 会 報 告
●委員長　高瀬 堅一　　●副委員長　永山 芳宏

●委　員　塩見 寿子 ・ 井上 光浩 ・ 三倉 美千子 ・ 田中 哲

経済建設委員会報告
●委員長　笹山 欣悟　　●副委員長　豊永 貞夫

●委　員　宮原 将志 ・ 福屋 法晴 ・ 村上 恵一 ・ 仲村 勝治

くま川下り事業再生計画策定補助金 254 万円を承認

　くま川下り株式会社が、事業再生計画策定を経営

コンサルタントに委託するに当たり、その費用の一

部を補助金として交付するものです。なお、委託先

はR
リ ハ グ

eHug 株式会社、委託期間は契約締結の日から平

成 30 年 3 月 31 日までです。

　各委員から、くま川下りの現状に対し厳しい意見

が出され、担当部からは、「重く受け止め頑張ってい

きたい。」との答弁がありました。経済建設委員会と

しては、「くま川下りは人吉の観光の看板であり、潰

すわけにはいかないということが一致した意見であ

る。今回の提案については、くま川下り株式会社は

今までと同様に定期的に財務会計等の報告を議会に

行っていただきたい。くま川下りの支援については、

事業再生支援チーム等を積極的に活用しながら最大

限にできる範囲で責任を持って対応していただきた

い。」との意見を要望として申し入れを行い、承認し

ました。

くまがわ荘施設設備調査委託料 300 万円などを承認

　国民宿舎特別会計補正予算において、くまがわ荘

の維持管理経費、くまがわ荘施設設備調査委託料な

どを承認しました。

　くまがわ荘施設設備調査委託に関して委員から、

「昭和レトロのような形でリノベーションすれば非

常におもしろい施設になるのではないか。」といっ

た意見がありました。

一般会計補正予算　経済部関係に 9,924 万７千円、

建設部関係に 1億 6,122 万 1千円計上

　経済部関係では、「（仮称）起業創業・中小企業

支援センター」のセンター長公募業務委託料として

378万円が計上されています。

　今回の契約は、地方自治法施行令第167条の２第１

項第２号を適用し、随意契約されています。また、

センター長の雇用契約については、１年目から成果

を出してもらうため、１年単位での更新を考えてい

るとの説明がありました。

　建設部関係では、寄付樹木受け入れ業務委託で、

さくら会から桜の木の寄付の申し出があり、人吉駅

前広場への設置を要望されたため、クスノキと入れ

替えるものです。

水道料金見直しを含む条例改正案等を承認

　まず、「人吉市水道条例の一部を改正する条例」は、

人吉市水道事業運営審議会の答申に伴い、料金等の

見直しと、その他所要の改正を行うものです。主な

改正内容は、「水道事業の安定経営の持続」と「水道

料金の不公平感の解消」を目的とし、概ね 10％の引

き上げとなるよう従量料金が調整されています。

　人吉市水道事業運営審議会では、現地視察も含め

７回審議会を開催され、老朽化対策や災害対応等

の必要性から激変緩和も考慮して、平成 30 年度の

10％の引き上げは、やむを得ないとの判断に至った

とのことでした。具体的には、現行 10㎥の基本水量

を廃止し、基本料金を一律 80 円引き下げ、現在 11

㎥から適用している従量料金（１㎥当たり税抜きで

140 円）を 15 円引き上げ、新たに「～８㎥」と「９㎥、

10㎥」に従量料金を設けるというものです。

　また、開栓手数料は合理性の面から廃止となりま

す。委員からは、水道料金の値上げによらず、起債

や一般会計からの繰り入れを行うことで事業を運営

していくべき、との反対意見もありましたが、賛成

多数により改正案を可決しました。

　次に、「人吉市行政手続における特定の個人を識別

するための番号の利用等に関する法律に基づく個人

番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の

一部を改正する条例」は、マイナンバー関連の条例で、

不要な連携や必要な連携を洗い出し、個人番号の利

用を行わないことによる規定の削除並びに情報連携

項目の削除及び追加を行うためのものです。

一般会計、特別会計（６件）補正予算を承認

　一般会計の主なものは、土地情報総合システムの

パラメーターを変換するシステム設定委託料、瓦屋

墓地内の危険木伐採等の墓地管理委託料などです。

なお、瓦屋墓地は現地視察を行いました。特別会計は、

介護予防ケアマネジメント費負担金を含む介護保険

特別会計のほか国保事業等５会計を承認しました。

現地視察を行った小柿地区ゲート設置工事箇所
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市 庁 舎 建 設 に 関 す る 特 別 委 員 会
●委員長　永山 芳宏　　●副委員長　高瀬 堅一

●委　員　塩見 寿子 ・ 犬童 利夫 ・ 西 信八郎 ・ 笹山 欣悟 ・ 村上 恵一 ・ 三倉 美千子 ・ 仲村 勝治

治 水・防 災 に 関 す る 特 別 委 員 会
●委員長　福屋 法晴　　●副委員長　宮﨑 保

●委　員　宮原 将志 ・ 大塚 則男 ・ 平田 清吉 ・ 井上 光浩 ・ 豊永 貞夫 ・ 本村 令斗 ・ 田中 哲

新市庁舎建設の基本設計が示される

　第 21 回の委員会では、設計業務を委託している山

下・本田・月足特定建築設計共同企業体の担当者から、

基本設計書に基づき、設計の基本方針、全体計画の

概要、平面・立面・断面計画、防災計画、構造計画、

電気設備計画、機械設備計画などについて、詳細な

説明・報告を受けました。なお、今回は特別委員以

外の議員にも傍聴していただき、全議員で説明を聞

きました。

　委員から事前に提出していた質問事項である、西

日対策、構造スリットの効果、売店・軽食コーナー

の設置、地下水利用の考え、吹き抜け、工事期間中

の周知と注意喚起、工事に関する事務手続き、5階

部分の壁・屋根のデザイン、避難経路、消火設備の

合計 10 項目について市から説明があり、市の考え方

として、関係機関との協議を踏まえながら実施設計

の中で確定していきたい、と答弁がありました。

新市庁舎平面計画案を承認

　第 22 回の委員会では、新市庁舎平面計画案につい

て、各階のフロア構成、屋根構造等の説明がありま

した。委員からは、シャワー室の件、屋根構造の件、

人吉らしさをどう表現するか等の質疑があり、執行

部からは、人吉らしさの表現や今回出された意見に

ついては、もう一度整理を行い、次回に説明させて

いただきたいとの答弁がありました。

　慎重審査の結果、説明が保留となった部分、及び

議会関連部分を除く平面計画案を承認・決定しまし

た。傍聴席を含む議場の平面計画案については、議

員全員で協議・決定することとし、9月 15 日の全員

協議会で審議することとしました。

　また、新庁舎建設スケジュールについては、敷地

内の水路付け替えに伴う測量設計、事業計画の変更

手続きも完了できる見通しが立ち、平成 30 年 12 月

頃の本体工事の着工は現時点では問題ないとのこと

です。

第 11回治水・防災に関する特別委員会

　9月 6 日に第 11 回治水・防災に関する特別委員会

を開催し、昨年度予定しておりました九州電力株式

会社川内原子力発電所の現地視察を行うかについて

審議を行いました。

　その結果、平成 29 年 11 月 20 日に現地視察を行う

との決定をいたしました。

　現地視察を行うにあたり、九州電力株式会社人吉

営業所長様をはじめ５名の方に参加をいただき、現

地視察を行う前の事前勉強会として、川内原子力発

電所 1号機・2 号機の安全対策について、新規制規

準の概要、重大事故を防止するために強化・新設し

た対策等について、資料に基づき詳しく説明をいた

だきました。

第 12回治水・防災に関する特別委員会

　9 月 14 日に第 12 回治水・防災に関する特別委員

会を開催し、平成 29 年 11 月 20 日に行うこととなっ

た現地視察の行程について、現地視察の参加者につ

いて等の審議を行いました。
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済
計
画
は
。

　
　

現
在
示
し
て
い
る
総
事
業
費
は

54
億
円
。
一
般
単
独
災
害
復
旧
事
業

債
（
充
当
率
１
０
０
％
、
交
付
税
措

置
85
・
５
％
）
を
本
体
工
事
及
び
小

永
野
第
一
雨
水
幹
線
の
付
替
え
並
び

に
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
・
勤
労
青
少
年

ホ
―
ム
の
解
体
・
撤
去
に
充
当
す
る
。

一
般
単
独
災
害
復
旧
事
業
債
の
発
行

予
定
額
は
、
約
51
億
円
。
借
入
条
件

は
２
年
据
置
、
８
年
償
還
の
10
年
で

償
還
予
定
。
償
還
の
ピ
ー
ク
は
、
平

成
35
年
度
か
ら
40
年
度
と
な
る
。

　
　

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
に
係
る

自
営
柱
訴
訟
に
お
け
る
和
解
金
差
額

の
返
済
方
法
で
は
、
市
民
へ
の
負
担

は
求
め
な
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
。

　
　

専
門
家
の
意
見
・
助
言
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
市
と
し
て
の
説
明
責
任

を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

く
ま
川
下
り
株
式
会
社
へ

の
支
援
態
勢
は

乳
が
ん
患
者
の
術
後
の

支
援
に
つ
い
て

新
市
庁
舎
建
設
費
と
自
営
柱

訴
訟
和
解
金
返
済

問

問

問問

答

答

答答

大塚　則男

笹山　欣悟

平田　清吉

一
質般
問

　

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
９

月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の
３
日
間

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
11
人
の
議
員
が

登
壇
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
、

幅
広
く
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
要
旨
を
各
議
員
が
報
告
し

ま
す
。

　

掲
載
は
質
問
順
と
し
て
い
ま
す
。



(6)

一

質

般

問

　
　

こ
れ
ま
で
、
本
市
公
用
車
で
の
事

故
も
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
搭
載
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

　
　

現
在
10
台
の
公
用
車
へ
搭
載
し
て

い
る
状
況
。
未
搭
載
車
両
に
つ
い
て

も
搭
載
台
数
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。
公
用
車
全
車
へ
の
搭
載
は
、
財

政
的
問
題
も
あ
る
の
で
、
新
車
購
入

時
に
計
画
的
に
搭
載
し
て
い
き
た

い
。

　
　

人
吉
中
核
工
業
用
地
へ
の
企
業
誘

致
の
進
捗
状
況
と
、
国
の
交
付
金
の

返
還
猶
予
期
間
と
、
他
業
種
の
誘
致

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

カ
ミ
チ
ク
の
進
出
時
期
に
つ
い
て

は
断
言
で
き
な
い
が
、
進
出
へ
の
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
交
付

金
の
返
還
期
間
は
平
成
32
年
３
月
末

ま
で
、
他
業
種
の
誘
致
は
今
後
決
断

す
る
時
期
が
来
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

来
年
、
開
設
を
予
定
し
て
い
る
起

業
創
業
・
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

と
は
、
ど
の
よ
う
な
施
設
な
の
か
。

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
の
経
験
・
知
識
豊
富
な

人
材
を
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
招
聘
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
を
取
り
入

れ
た
相
談
業
務
を
実
施
す
る
施
設
。

　
　

今
回
、
公
募
す
る
セ
ン
タ
ー
長
は
、

ど
う
い
っ
た
人
材
を
求
め
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
長
の
待
遇
は
。

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
に
こ
だ
わ
り

「
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
ス
」「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」「
熱
い
情
熱
」

を
持
ち
合
わ
せ
た
優
れ
た
人
材
を
採

用
し
た
い
。
セ
ン
タ
ー
長
の
待
遇
に

つ
い
て
は
年
収
１
千
２
０
０
万
円
、

契
約
は
１
年
契
約
を
考
え
て
い
る
。

※
そ
の
他
、
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、

球
磨
焼
酎
振
興
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

　
　

水
道
料
金
の
値
上
げ
を
抑
え
る
た

め
、
多
く
の
自
治
体
で
一
般
会
計
か

ら
水
道
会
計
に
繰
り
入
れ
を
行
っ
て

い
る
。
実
質
収
支
比
率
よ
り
人
吉
市

は
、
予
算
を
出
し
渋
っ
て
い
る
と
思

う
。
値
上
げ
を
や
め
る
た
め
、
繰
り

入
れ
る
政
治
判
断
を
す
べ
き
で
は
。

　
　

公
営
企
業
は
、
原
則
独
立
採
算
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
は
、
財

政
圧
迫
の
引
き
金
に
な
る
。
値
上
げ

の
中
止
は
、
考
え
て
い
な
い
。

　
　

改
正
介
護
保
険
法
は
、
安
倍
政
権

が
出
し
た
改
革
に
従
い
、
さ
ら
な
る

負
担
増
と
サ
―
ビ
ス
低
下
を
狙
っ
た

も
の
。
介
護
保
険
の
生
み
の
親
と
言

わ
れ
る
元
官
僚
の
堤
修
三
氏
が
「
介

護
保
険
は
国
家
的
詐
欺
」
と
発
言
し

た
こ
と
を
、
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　

経
緯
や
背
景
を
、
詳
細
に
承
知
し

て
い
な
い
の
で
、
発
言
は
控
え
る
。

公
用
車
の
管
理
と
、
中

核
工
業
用
地
に
つ
い
て

起
業
創
業
・
中
小
企
業

支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

水
道
料
金
値
上
げ
中
止

の
政
治
判
断
を

問問

問問

問問

答答

答答

答答

豊永　貞夫

宮原　将志

本村　令斗

　
　

市
庁
舎
建
設
に
伴
う
解
体
工
事
入

札
を
電
子
入
札
で
行
う
の
で
あ
れ
ば
、

予
定
価
格
の
公
表
を
行
う
べ
き
で
は
。

ま
た
、
最
低
制
限
価
格
設
定
が
、
な

ぜ
必
要
な
の
か
。

　
　

予
定
価
格
が
目
安
と
な
り
、
競
争

力
が
低
下
す
る
。
解
体
工
事
の
最
低

制
限
価
格
設
定
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
事
前
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　

市
庁
舎
配
置
計
画
が
西
向
き
で
、

朝
日
・
西
日
へ
の
影
響
対
策
は
。

　
　

断
熱
性
・
遮
熱
性
の
高
い
複
層
ガ

ラ
ス
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

青
井
西
間
線
に
右
折
レ
ー
ン
が
な

い
と
渋
滞
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後

の
安
全
対
策
は
。

　
　

安
全
の
確
保
か
ら
、
今
後
警
察
、

建
設
部
で
、
検
討
を
行
い
た
い
。

※
そ
の
他
、
外
国
人
旅
行
者
向
け
に
、

マ
ナ
ー
看
板
設
置
を
質
問
し
ま
し
た
。

市
庁
舎
建
設
に
伴
う
解
体

工
事
入
札
に
つ
い
て

問問問 答答 答

福屋　法晴



(7)

一

質

般

問

　
　

学
校
給
食
費
の
全
額
無
料
化
は
、

市
長
の
最
大
の
選
挙
公
約
で
あ
る
。

一
部
助
成
は
実
施
さ
れ
た
が
、
い
ま

だ
に
全
額
無
料
化
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
公
約
は
実
現
さ
れ
る
の
か
。

　
　

市
長
の
最
大
の
選
挙
公
約
で
あ
る

の
で
、
実
現
の
た
め
の
必
要
な
財
源

と
、
各
方
面
で
の
試
算
を
し
て
い
る
。

　
　

市
長
任
期
は
、
あ
と
１
年
半
と
な
っ

た
。
公
約
は
ぜ
ひ
守
っ
て
ほ
し
い
。

財
源
確
保
は
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
の

借
金
完
済
に
よ
る
補
充
で
可
能
に
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

財
政
状
況
を
見
て
、
来
年
度
実
施

に
こ
ぎ
つ
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

※
そ
の
他
、
施
政
方
針
か
ら
・
市
庁
舎

移
転
建
設
・
少
子
高
齢
化
・
ふ
る

さ
と
納
税
・
小
学
校
運
動
部
活
動

社
会
体
育
移
行
に
つ
い
て
を
質
問

し
ま
し
た
。

　
　

核
兵
器
禁
止
条
約
に
日
本
が
参
加

し
な
か
っ
た
こ
と
を
ど
う
思
う
か
。

　
　

国
の
施
策
な
の
で
意
見
は
控
え

る
が
、
広
島
・
長
崎
の
惨
禍
を
繰
り

返
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
思

い
は
全
国
民
の
願
い
で
あ
る
。
非

核
三
原
則
が
全
て
の
国
の
原
則
に

な
る
こ
と
を
願
う
。

　
　

市
庁
舎
を
建
て
替
え
て
も
、
核
兵

器
廃
絶
・
平
和
都
市
宣
言
の
看
板
は

掲
げ
ら
れ
る
の
か
。

　
　

懸
垂
幕
や
横
断
幕
な
ど
、
新
た
な

形
で
の
設
置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

西
間
別
館
前
の
市
道
で
人
身
事
故

が
あ
っ
た
が
、
事
故
防
止
対
策
は
。

　
　

今
回
の
事
故
、
ふ
だ
ん
か
ら
横
断

が
多
い
こ
と
や
地
元
か
ら
の
要
望
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
公
安
委
員
会
に
一

刻
も
早
く
横
断
歩
道
の
設
置
を
要
望

し
て
い
く
。

※
そ
の
他
、
国
保
の
広
域
化
等
を
質
問
。

　
　

住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、
今
後

の
課
題
と
方
向
性
は
。

　
　

市
民
の
耐
震
化
に
対
す
る
意
識
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
第
一
。
所
有
者

へ
の
意
識
啓
発
と
支
援
策
の
普
及
啓

発
を
重
点
に
取
り
組
む
。
全
世
帯
に

住
宅
の
耐
震
化
に
関
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
な

ど
、　

防
災
情
報
の
広
報
時
期
や
広

報
文
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
の
か
。

　
　

市
独
自
の
明
確
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

な
い
。
総
務
省
が
示
し
た
避
難
勧
告

等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考

に
広
報
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

指
定
避
難
所
に
災
害
時
使
用
す
る

特
設
公
衆
電
話
の
設
置
の
考
え
は
。

　
　

災
害
時
に
携
帯
電
話
を
持
た
な
い

子
ど
も
や
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
使
用

で
き
る
の
で
、
設
置
を
検
討
し
た
い
。

　
　

県
教
育
委
員
会
が
、
県
下
県
立
高

校
３
校
１
中
学
校
に
対
し
て
試
験
導

入
し
た
匿
名
通
報
ア
プ
リ
の
導
入
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

い
じ
め
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握

で
き
、
早
期
発
見
や
対
応
の
一
つ
の

有
効
な
手
段
と
考
え
る
が
、
高
校
で

の
試
験
導
入
成
果
と
課
題
を
細
か
く

分
析
し
、
実
態
把
握
と
発
達
段
階
、

保
護
者
や
地
域
住
民
の
意
見
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
総
合
的
に
判
断
す
る
。

　
　

人
吉
中
核
工
業
用
地
整
備
事
業
が

完
了
し
、
企
業
進
出
に
向
け
て
国
・

県
へ
の
松
岡
市
長
の
働
き
か
け
は
。

　
　

10
月
上
旬
に
内
閣
府
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
場
で
誘
致
実
現
に
向
け
た
進
捗

状
況
を
報
告
、
今
後
の
課
題
と
取
り

組
み
等
を
説
明
し
、
引
き
続
き
課
題

解
決
と
企
業
誘
致
の
た
め
、
積
極
的

な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
取
り
組
む
。

給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

住
宅
の
耐
震
化
と

防
災
情
報
に
つ
い
て

核
兵
器
禁
止
条
約
・
交

通
安
全
対
策
に
つ
い
て

い
じ
め
の
把
握
に

通
報
ア
プ
リ
の
検
討
を

問問

問問問

問問問

問問

答答

答答答

答答答

答答

高瀬　堅一

塩見　寿子

犬童　利夫

井上　光浩
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平成 29 年９月定例会の議案等の議決結果
番　　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

議 第 62 号 平成 29 年度　人吉市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議 第 63 号 平成 29 年度　人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議 第 64 号 平成 29 年度　人吉市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議 第 65 号 平成 29 年度　人吉市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議 第 66 号 平成 29 年度　人吉市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議 第 67 号 平成 29 年度　人吉市水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議 第 68 号 平成 29 年度　人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議 第 69 号 平成 29 年度　人吉市国民宿舎特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議 第 70 号 平成 28 年度　人吉市水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定について 継続審査

議 第 71 号 平成 28 年度　人吉市公共下水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定について 継続審査

議 第 72 号

人吉市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する

条例の制定について

原案可決

議 第 73 号 人吉市水道条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議 第 74 号 人吉市農業振興地域整備促進等審議会条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議 第 75 号 人吉市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議 第 76 号

人吉市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する

法律第 10 条第１項の規定に基づく準則を定める条例の一部を改正する条例の制

定について

原案可決

議 第 77 号 人吉市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議 第 78 号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 任命同意

議 第 79 号 平成 29 年度　人吉市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

議 第 80 号 平成 28 年度　人吉市歳入歳出決算認定について 継続審査

議員別表決
「表決が割れた」議案とその議員別表決
賛否が分かれたもののみを掲載しております。

議

案

番

号

議 員 氏 名

議 案

塩

見

寿

子

宮

原

将

志

高

瀬

堅

一

大

塚

則

男

宮

﨑　

保

平

田

清

吉

犬

童

利

夫

井

上

光

浩

豊

永

貞

夫

西

信

八

郎

本

村

令

斗

笹

山

欣

悟

福

屋

法

晴

村

上

恵

一

永

山

芳

宏

三
倉
美
千
子

仲
村　

勝
治

田

中　

哲

議第

73 号

人吉市水道条例の一部を改正

する条例の制定について
● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　　〇：議案に対して賛成　　●：議案に対して反対　　／：議長は表決に加わりません

平成 29 年９月定例会の請願・陳情等の議決結果
付託委員会 件　　　　　　　　　　名 議決結果

総務文教委員会 陳情書（土木・建築工事の発注に関する陳情） 継続審査

総務文教委員会 人吉市役所新庁舎建設工事に関する陳情書 継続審査

経済建設委員会 農道整備（拡幅・舗装）に関する陳情書 継続審査
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　８月 30日に、市役所仮本庁舎議員控室におきまして、経済建設委員会と農業委員会の皆さんと

の意見交換会を行いました。農業委員会からは、農業委員及び農地利用最適化推進委員（７名）

にご参加いただきました。

　初めての試みではありましたが、活発な意見交換が行われ、貴重なご意見を伺うことができま

した。

　当日は、農業委員会事務局から新制度の説

明の後、食育活動、耕作放棄地の活用、新し

い農業委員会の体制などについて意見交換を

行いました。農業委員会の皆さんからは、新

体制については、始まったばかりではあるが、

活動がやりやすくなった部分もあるとのご意

見や、農家の婚活についての要望をいただき

ました。

　９月 15日に市役所仮本庁舎議員控室におき

まして、鹿児島大学法文学部の大野友也准教

授をお迎えし、議員定数に関する研修会を開

催しました。

　間接民主制や地方自治の本旨をはじめ、議

員定数をめぐるさまざまな課題について話が

あり、定数を決めるにあたっては、何らかの

基準をきちんと立て、そして、それを検証す

る必要があるとのことでした。

農業委員会の皆さんとの　　　農業委員会の皆さんとの　　　

　　　　意見交換会を行いました　　　　意見交換会を行いました

議員定数に関する研修会を開催しました

笹山欣悟経済建設委員長

中村隆司農業委員会会長 意見交換する議員と農業委員会の皆さん

講師の大野友也准教授
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【議会報編集委員会】　委員長／田中  哲　　副委員長／仲村  勝治

委　員／高瀬  堅一・大塚  則男・豊永  貞夫・本村  令斗・笹山  欣悟・永山  芳宏

次の定例会は

　　12月の予定です

議員と一緒に話し合ってみませんか？

編
集
後
記

実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
る
稲

穂
か
な
！
実
り
の
秋
の
訪
れ

に
、
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
ま
す
。

熊
本
県
民
体
育
祭
は
、
９
月

16
日
・
17
日
、
人
吉
・
球
磨
で

開
催
予
定
で
し
た
が
、
台
風
18

号
の
影
響
で
16
日
の
み
の
開
催

と
な
り
、
各
地
域
で
も
敬
老
会
・

各
種
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
、
あ
る

い
は
延
期
が
相
次
ぎ
、
地
域
経

済
も
大
打
撃
を
受
け
る
な
ど
、

改
め
て
自
然
の
脅
威
を
感
じ
た

と
こ
ろ
で
す
。

９
月
定
例
会
も
閉
会
し
、
12

月
定
例
会
を
残
す
の
み
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
11
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
が
、

傍
聴
席
は
数
人
の
傍
聴
者
で
し

た
。
議
会
だ
よ
り
に
は
、
発
言
・

答
弁
の
一
部
分
だ
け
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

今
後
、
議
員
と
執
行
部
の
深

み
の
あ
る
政
策
論
争
に
努
め
、

12
月
定
例
会
の
傍
聴
者
増
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
・
表
紙
写
真　

大
塚　

則
男
）

～市民と議会の意見交換会～　

　市民の方がメンバーとなっている団体（町内会、教育・文化関係、福祉関係、商工関係の団体など）

ならどなたでも大歓迎です。定例会の会期中を除いて随時開催しますので、ぜひお申し込みくだ

さい。

１　内　　　　　　容　　意見交換のテーマを決めて申し込んでください。

２　開催時間及び人数　　開催時間は２時間程度、参加人数は１０人程度でお願いします。

３　開 　 催 　 場 　 所　　開催場所は、申し込まれる団体で確保してください。

４　参 加 す る 議 員　　原則として、参加する議員はテーマに関連する委員会に所属する議員

　　　　　　　　　　　　です。（総務文教委員会、厚生委員会、経済建設委員会の３つがあり、

　　　　　　　　　　　　それぞれ６人で構成されています。）

５　申 し 込 み 方 法　　申し込み用紙に必要事項を記入の上、開催希望日の１か月前までに議

　　　　　　　　　　　　会事務局へご提出ください。なお、ファックス、メールでも受け付け

　　　　　　　　　　　　ます。（申し込み用紙はホームページからダウンロードまたは議会事

　　　　　　　　　　　　務局（カルチャーパレス２階）に用意しています。）

６　そ　　の　　他　　実施時期、テーマによっては協議をさせていただく場合があります。

　　　　　　　　　　　　幅広く意見交換を行うため、同一の団体からの申し込みは半年に１回

　　　　　　　　　　　　とさせていただきます。意見交換会の結果は、個人が特定されないよ

　　　　　　　　　　　　うな形で公表します。詳しくは議会事務局議事係へお問い合わせくだ

　　　　　　　　　　　　さい。

議会報告会・意見交換会のお知らせ議会報告会・意見交換会のお知らせ

　議会報告会・意見交換会を下記のとおり開催します。

どなたでもお気軽にお越しください。

　日　時：平成30年２月３日（土）平成30年２月３日（土）
　　　　　午後２時～４時　　　　　午後２時～４時

　場　所：人吉市東西コミュニティセンター人吉市東西コミュニティセンター
　　　　　２階会議室　　　　　２階会議室 昨年度の議会報告会の様子


